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○本研究の目的は、お年寄りや身体の不自
由な人の自立を支援するための新しいシ
ステムを開発することです。

そのシステムは体内にセンサーを埋め込
み、そのセンサーにより家庭に居るお年
寄りや身体の不自由な人を医師や看護師
が病院から援助できるようにし、彼等が
快適な生活を送れるようにするものです。

○運動モニタリングのための小型センサー
がネットワークのノードに対応する、身
体領域無線ネットワーク化システムを構
成します。

本研究では、ネットワークの開発、試験、
動作確認を行います。

○現時点は、人間の姿勢、バイオフィード
バックシステムの検討、およびシステム
全体の開発・評価に必要とされる項目の
抽出を行うなど、研究の第一段階を終え
たところです。

○この研究によりシステム全体を

(１)  使い易い

(２)  いつでも、どこでも動作可能

(３)  低価格

とすることが狙いです。

○この研究ではディジタルヘルス（ヘルス＝
健康）分野におけるマイクロエレクトロニク
ス、通信を含む最先端技術を駆使します。

この研究は日本と日本の健康システムの競
争力を高く維持することでしょう。

○体内に埋め込まれた運動センサーにより、
お年寄りや身体の不自由な人の動きを遠隔
地から監視するシステムで、ワイヤレスセ
ンサーネットワークの一形態です。

○「センサーの着け忘れ」によるトラブルを
防止できる点がこのシステムの特徴の一つ
です。センサーの機能を拡張すれば体温、
脈拍等々の監視も可能となります。
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